
 

 

 

 

 

４ 障害者の雇用促進のための施策 

（福祉施設等との連携施策等） 



 

 

障害者就業・生活支援センター事業について 

 

 

（1）趣旨 

 地域の障害者の職業生活における自立を図るため、身近な地域において雇用、保健、福祉、

教育等の関係機関のネットワークを形成し、障害者の就業面及び生活面で一体的な支援を行う

ものとして、平成14年の法改正により創設された事業。 

雇用（職業安定局）と福祉（障害保健福祉部）の連携事業として実施。 

 

 

（2）事業内容 

就業及びそれに伴う日常生活上の支援を必要とする障害者に対し、センター窓口での相談や職

場・家庭訪問等により指導、相談を実施。 

＜就業支援＞ ○ 求職活動、職場定着など就業に関する相談 

○ 職業準備訓練、職場実習のあっせん 

○ 事業所に対する障害者の雇用管理に係る助言 

○ 関係機関との連絡調整 

＜生活支援＞ ○ 生活習慣の形成、健康管理、金銭管理等の日常生活の自己管理に関する助言 

○ 住居、年金、余暇活動など地域生活、生活設計に関する助言 

○ 関係機関との連絡調整 

 

 

（4）箇所数の推移 

14年度 15年度 16年度（１０月現在） 

３６センター ４５センター ７８センター 

 

 

（5）運営主体 

社会福祉法人、特定非営利活動法人、民法法人等で、都道府県知事が指定した法人。 

 

 

相談 

就業支援 

生活支援 

障害者就業・生活支援センター

 

（就業支援担当者） 

（生活支援担当者） 

地域障害者職業センター

公 共 職 業 安 定 所

技術支援・

職業評価等

求職活動支援

職場適応・職場定着 

離職時対応 

養護学校等 福祉機関・福祉施設

連携 連携 連携

研修

保健医療機関

障害者職業総合センター

事 業 主

障

害

者

 

 

 

 

 

 

 

 



平成15年度　障害者就業・生活支援センター業務状況の概要

１．支援対象障害者（登録障害者）の状況

２．障害者に対する延べ相談回数（内容別）

３．就職件数（障害種別） （件）

身体障害 知的障害 精神障害 その他 合計

うち重度 うち重度

133 34 556 78 110 13 812

○　平成15年度末時点における支援対象障害者（登録者）数は5,888人。
○　障害者に対する相談については、6,120人の障害者（登録前相談者を含む。）に対し、
　延べ134,629回の相談を実施。
○　事業所に対する相談については、1,666事業所に対し、延べ32,731回の相談を実施。
○　就職件数は812件。

登録障害者の障害種別の状況

知的障害
(3,866人)
65%

身体障害
(931人)
16%

精神障害
(934人)
16%

その他
(157人)
3%

登録障害者の就業状況

その他
(1,194人)
20%

在職中
(2,370人)
41%

求職中
(2,324人)
39%

　内　容　別　の　相　談　状　況

生活
34%

両方
27%

就職
19%

職場定着
20%

就職に関する相談(26,015件)

職場定着に係る相談(26,758件)

生活に係る相談(45,129件)

就業と生活の両方にわたる相談
(36,727件)

 



 

 

職場適応援助者（ジョブコーチ）事業の概要 

 

１． 趣旨 

地域障害者職業センターにおいて、知的障害者や精神障害者など職場での適応に課題

を有する障害者に対して、職場適応援助者（ジョブコーチ）を事業所に派遣し、雇用の

前後を通じてきめ細かな人的支援を行うことにより、就職後の職場での課題を改善し、

職場定着を図る。また、社会福祉法人、NPO 法人等の協力機関と連携して支援を実施す

る。 

 

２． 事業内容 

（1）対象者 

知的障害者、精神障害者等職場適応に課題を有する障害者（求職者及び在職者） 

（2）実施主体 

高齢・障害者雇用支援機構地域障害者職業センター（47 センター）において実施。

また、適当と認められる社会福祉法人等の協力機関と連携して支援を実施。 

（3）支援内容 

障害者、事業所の支援課題等を勘案し、支援期間、支援事項、頻度等の支援計画を

策定。同計画に基づき、職場での作業や環境への適応を進めるため以下の支援を実施。 

○ 障害者に対する支援 

①人間関係、職場内コミュニケーション（挨拶、報告、職場内マナー等）、②基本的労働習慣

（継続勤務、規則の遵守、生活リズムの構築等）、③職務遂行（職務内容の理解、作業遂行力の

向上、作業態度の改善）、④通勤等に係る支援を実施。 

○ 事業主に対する支援 

①障害に係る知識（障害特性の理解、障害に配慮した対応方法、医療機関との連携方法等）、

②職務内容の設定（作業内容、工程、補助具等の設定等）、③職務遂行に係る指導方法（指示や

見本の提示方法、作業ミスの改善等）、④従業員との関わり方（指示・注意の仕方、障害の知識

に係る社内啓発の方策等）等に係る支援を実施。 

支援回数や時間を徐々に減らし、ジョブコーチ主体の支援から事業主主体の支援に

移行。支援終了後もフォローアップを行う。 

（4）支援期間 

・ 原則として、1 ヶ月以上 7 ヶ月以内（フォローアップを除く。必要に応じ、最長

8ヶ月まで延長。）。標準的な支援期間は2～4ヶ月。 

・ 支援の契機としては、雇用前、雇い入れと同時、雇用後の３パターン。 

（5）支援体制 

障害者職業カウンセラーのもと、一人の障害者に対して複数のジョブコーチが担当

（通常は2人） 

（6）ジョブコーチ研修 

障害者職業総合センター及び地域障害者職業センターーにおいて、ジョブコーチの

養成研修を実施。 



職場適応援助者（ジョブコーチ）による支援のスキーム

地域障害者職業センター

協力機関

・社会福祉法人
・ＮＰＯ
・医療法人等

　　協力　　

支援計画策定

配置型ジョブコーチ 協力機関型ジョブコーチ

障害者職業カウンセラー

支援対象障害者 支援対象事業主 障害者の家族

技術的援助

職場での支援



 

ジョブコーチ事業の実施状況（平成１５年度） 

 

 

（1） 障害別状況 

                         （平成１６年３月末） 

 支援開始者数 支援終了者数 

身体障害者 ２７７人（10.0％） ２７６人  

知的障害者 ２，２０４人（79.9％） ２，１１２人  

精神障害者   ２３８人（ 8.6％） ２１８人  

その他    ４０人（ 1.4％） ４３人  

計 ２，７５９人     ２，６４９人  

※ 「支援終了者数」とは、15年度に支援を終了した者であり、前年度支援開始者を

含む。また、中止者を含む。 

 

 

（2） 支援契機別状況 

                             （平成１６年３月末） 

  支援終了者数 

雇用前のみ 雇用前＋雇用後 雇用後のみ 

身体障害者 ２７６人 ４２人 ３４人 ２００人

知的障害者 ２，１１２人 ４６５人 ５４８人 １，０９９人

精神障害者 ２１８人 ５９人 ５７人 １０２人

その他 ４３人 ８人 １３人 ２２人

計 
２，６４９人 ５７４人

（21.7％）

６５２人

（24.6％）

１， ４２３人

（53.7％）

 

 

（3） ジョブコーチ支援終了後の職場定着状況 

 

支援終了者数 
支援終了後6ヶ月経過時点 

における在職者数 
定着率 

２，６４９人  ２，１５７人 ８１．４％  

 

 



医療機関等と連携した精神障害者のジョブガイダンス事業

１ 趣旨

就職を希望する精神障害者の多くは、医療機関や保健所、精神保健福祉センター、精

神障害者社会復帰施設等（以下「医療機関等」という ）を利用しているが、利用者の。

中には、就職意欲は高いものの就職するだけの準備性が整っていない者や、就職できる

だけの力は持ちながらも就職活動に伴う緊張や不安が大きいためになかなか就職に結び

つかない者が多い。

このため、公共職業安定所から医療機関等に出向き、就職意欲の高い精神障害者を対

象に就職活動に関する知識や方法を実践的に示すジョブガイダンス事業を実施すること

により、就職に関する現実的な意識や技術を高めるとともに、就職に向けた取組みを的

確に行えるよう援助する。

２ 事業の概要

○ 実施主体

重点安定所又は連携先の医療機関等の所在地を管轄する安定所

○ 連携施設

都道府県ごとにジョブガイダンスの連携対象となる医療機関等を選定

○ 運営委員会の設置

関係者からなる運営委員会を開催し、年間実施計画の策定、プログラムの作成、対

象者の選定、実施結果の分析、対象者に係る今後の対応方針等について検討

○ ジョブガイダンスの内容

（ 、 、 、 ）・ 職業講話 働くということ 労働市場の動向 成功事例 病気とのつきあい方等

・ 具体的な求職活動の方法の指導（履歴書の書き方、電話の応対方法、面接の受け

方等）

○ ジョブガイダンス修了後の支援

ジョブガイダンス修了後、直ちに就職が可能と判断される者については安定所で職

業紹介を、職場適応訓練、職業準備訓練等の職業リハビリテーション実施後に就職が

可能と判断される者については安定所又は地域障害者職業センター等で職業リハビリ

テーションを、引き続き医療機関等が対応すべきケースについては医療・生活面での

支援の継続を行うなど対象者の状態に応じた支援措置への円滑な移行を図る。

３ 実績（ ）平成 年度15
○ 実施安定所数 所93
○ 連携施設数 施設145
○ 対象者数 人832



障害者の態様に応じた多様な委託訓練の実施

各都道府県の職業能力開発校などに障害者職業訓練コーディネーターを

配置し、企業、社会福祉法人、ＮＰＯ、民間教育訓練機関等、多様な委託

訓練先を開拓し、個々の障害者に対応した委託訓練を大幅に拡充し機動的

に実施する。

(1) 訓練対象人員（全国） ５，０００人

(2) 訓練コースについて

イ 知識・技能習得訓練コース

民間教育訓練機関、社会福祉法人、ＮＰＯ法人等を委託先として、障

害者の就職の促進に資する知識・技能の習得を目的として実施する訓

練

ロ 実践能力習得訓練コース

企業等を委託先として、事業所現場を活用して障害者の実践的な職業

能力の開発・向上を目的として実施する訓練

(3) 訓練期間

３か月間、月１００時間を標準とする。

（精神障害者については、実践能力習得訓練コースの場合、総訓練時

間３００時間を６か月以内で訓練期間を弾力化することができる）

(4) 実施主体（委託元）

事業は国から都道府県に対する委託事業であり個々の委託訓練につい

ては各都道府県に所在する職業能力開発校が委託元となり実施

(5) 委託料

１人１月６万円限度

(6) 障害者委託訓練コーディネイターの業務について

① 個々の障害者の状況の把握

② 地域の障害者雇用ニーズ及び個々の企業が求める技能レベル等の

特定

③ ①、②を勘案した個々の障害者に最も効果的な委託先の開拓及び

委託訓練カリキュラムのコーディネイト

④ コーディネイトした委託訓練の進捗状況の評価・管理

⑤ 公共職業安定所との連絡調整、その他の地域の関係機関との連携

及び連絡調整



障害者試行雇用事業の概要

１ 趣旨

障害者雇用の取組が遅れている事業所では、障害者雇用の経験が乏しいために、障

害者に合った職域開発、雇用管理等のノウハウがなく、障害者を雇入れることに躊躇

する面もあるところである。

このため、これらの事業所に対して、短期間の障害者の試行雇用を通じ、今後の障

害者雇用のきっかけづくりを与え、試行就業期間終了後に常用雇用への移行を進め、

もって就業機会の確保を図ることとする。

２ 事業内容

(1) 実際の職場に障害者を短期の試行雇用の形で受け入れてもらい、事業主の障害者

雇用のきっかけづくりを積極的に推進することにより、一般雇用への移行を促進す

る。

(2) 試行雇用期間は３カ月間とし、事業主と対象障害者との間で有期雇用契約を締結

する。

(3) 公共職業安定所の紹介を介して、試行雇用を実施する事業主に対して、奨励金を

支給する。奨励金の額は、１人１月当たり５万円とする。

３ 実績

平成15年度

トライアル開始者数 ３，１６２人

（うち年度内修了者数 ２，５６６人）

常用雇用移行者数 ２，０８１人

常用雇用移行率 ８１．１％

（常用雇用移行者／年度内修了者）

平成16年度

対象人員 ４，２００人



 

 

 

 

 

５ 障害者雇用対策の見直しの検討状況等 

 



障害者雇用対策の見直し検討について  
 
 〔 在宅就業支援 〕 〔 福祉的就労から雇用への移行 〕 〔 精神障害者の雇用支援 〕

平成14年法改正時の附帯決議 
    ・精神障害者に対する障害者雇用率制 

     度の適用については、雇用支援策の 

     展開を図り、人権に配慮した対象者の 

     把握・確認方法の確立等を早期に解 

     決し実施するよう努めること。 

障害者基本計画（平成１４年） 
 「通勤の困難な重度障害者等を念

頭に、在宅就業におけるIT活用を
推進する。」 

 
 
 
 
 
 
 
 

平成14年7月～ 
精神障害者の雇用の促進等に関す

る研究会 

平成14年8月～ 
障害者の在宅就業に関する研究会

平成16年５月   
報告書取りまとめ 

平成16年４月 
報告書取りまとめ 

平成16年2月～ 
障害者の就労支援に関する省内検討会議 

平成１６年６月 ～     障害者雇用問題研究会 

                         

平成16年７月 
「障害者の就労支援に関する今後の方向性」 

８月６日     報告書取りまとめ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

労働政策審議会障害者雇用分科会における検討項目 

 
 
 
【精神障害者に対する雇用対策の強化】 
 
 １ 精神障害者の雇用率の適用について 
・ 雇用率の適用の仕組みについて 
・ 対象者の把握・確認方法について 

  
２ 精神障害者の雇用支援策の充実について 
・ 復職支援策 
・ 新規雇用促進支援策 
・ 雇用継続支援策 

 
 
【多様な形態による障害者の就業機会の拡大】 
 
 １ 在宅就業に対する支援策について 
・ 障害者の在宅就業への発注に対する奨励策について 
・ 在宅就業支援団体の育成について 

 
 ２ 在宅勤務に対する支援策について 
 
３ 短時間労働者の取扱いについて 

 
 
【雇用と福祉の連携による障害者対策の推進】 
 
 ○ 地域における福祉的就労から雇用への移行の促進について 
 
 
【その他】 
 
 ○ 特例子会社に係る調整金の支給方法について 
  



平成 16 年 11 月５日（金） 

                       第 13 回障害者雇用分科会 

 

 

地域における福祉的就労から雇用への移行の促進について 

 

１．障害者雇用問題研究会報告書における指摘事項 

授産施設や作業所の利用者が企業における雇用へ移行していくことを効果的に支援し

ていくためには、各地域における雇用と福祉、医療、教育などの分野の関係機関が相互

に連携してネットワークを構築し、きめ細かな支援を行っていくことが求められる。 

  その際、本人を取り巻く関係各機関が本人を交えて就労可能性についての適切な評価

を行った上で、準備段階から実習、就職後の職場定着まで、本人や企業に対する各種サ

ービスを効果的かつ計画的に組み合わせるケアマネジメントの手法を用いて雇用へのス

テップアップ、就業・生活両面における連携・支援を行っていくことが重要である。即

ち、ハローワークが中心となって、本人、本人が在籍する福祉施設、地域障害者職業セ

ンター、就労支援専門機関、職業能力開発施設、都道府県福祉事務所、身体及び知的障

害者更生相談所、精神保健福祉センター、盲・ろう・養護学校等の関係者からなる就労

支援のためのチームを各地域に設置し、障害者一人一人を潜在的な可能性も含めて適正

に評価し、これを最大限引き出す方向で、障害者の主体的な職業生活の設計、選択を支

援する個別的なプログラムを作成し、サービス調整の視点も含め様々なメニューを効果

的に組み合わせて一般雇用に向けた総合的な支援を行うことが考えられる。このような

支援を行うに当たっては、福祉施設での訓練（作業）と職場実習を組み合わせた支援や

地域における多様な委託先を活用した委託訓練等をはじめとした種々の支援策を効果的

に組み合わせて行っていくことが有効である。また、このプログラムに基づき障害者が

就職した場合、障害者が在籍していた福祉施設も参加することにより、十分な定着指導

を行っていくことも重要であり、離職した場合にも再挑戦が可能となるような支援も考

えられる。  

さらに、雇用への移行支援に当たっては、福祉現場への障害者の職業的自立について

の理解の浸透や雇用への移行に対する不安感の除去とともに、障害者の雇用管理に豊富

な経験を有し、福祉現場に対して雇用への移行のための助言を行うことのできるような

人材を発掘・育成し、人材を活用していくことが重要である。具体的には、福祉施設の

就労支援関係者に対してハローワーク等が研修を実施し、雇用への移行に向けた意識の

醸成を図るとともに、特例子会社、重度障害者多数雇用事業所などにおいて、障害者の

雇用管理に豊富な経験を有する者が、雇用現場の説明を行い理解の浸透を図ることが効

果的であると考えられる。 

 

【障害者雇用問題研究会（抄）】 

 

 



 

  

 

２．雇用と福祉等の連携による障害者の雇用促進施策の現状 

○ 障害者就業・生活支援センターにおける相談援助業務 

社会福祉法人、ＮＰＯ法人、民法法人等を障害者就業・生活支援センターとして

指定。障害者の職業生活における自立を図るため、障害者の身近な地域において雇

用・保健・福祉・教育等の関係機関のネットワークを形成し、就業面・生活面から

の一体的な支援（就業・生活両面にわたる相談・助言、職業準備訓練・職場実習の

あっせん、関係機関との連絡調整等）を行う。 

○ 協力機関型ジョブコーチによる障害者の職場定着の促進 

職場適応援助者（ジョブコーチ）事業の実施に当たり、社会福祉法人、ＮＰＯ法

人、民法法人、小規模作業所等の協力機関と連携し、地域に密着した障害者の職場

適応のための支援を行う。 

○ 精神障害者ジョブガイダンス事業 

医療機関、精神障害者社会復帰施設等を利用する精神障害者を対象に、公共職業

安定所から医療機関や施設に赴いて就職活動に関する知識や方法を実践的に示す

ことにより、就職に関する意識や技術を高め、就職に向けた取組みを的確に行える

よう援助する。 

○ 社会福祉法人等を活用した多様な委託訓練 

障害者の一般就労への移行支援に取り組んでいる社会福祉法人等に委託して、就

職の促進に資する訓練コースを設定。障害者の能力、適性及び地域の障害者雇用ニ

ーズに対応した多様な委託訓練を大幅に拡大して機動的に実施し、就職の促進を図

っている。 

○ 盲・ろう・養護学校との連携 

ハローワークにおいて、盲・ろう・養護学校が行う職業適性検査及び職業指導へ

の援助・協力、職場実習先の開拓に当たっての学校への情報提供・あっせん、養護

学校との連携による卒業後の職場定着指導等を実施しているほか、地域障害者職業

センターにおいて学校からの依頼を受け、在学者の職業評価を行っている。 



 

  

３．福祉との連携による障害者の雇用促進施策の新たな取組み 

○ 地域障害者就労支援事業の創設（平成１７年度予算要求中） 

１ 趣旨 
現在、授産施設や小規模作業所等の福祉施設において就労している障害者は約 16 万人であ

る。このうち半数を超える障害者が一般就労への移行を希望していると言われているが、施設

における取組等にもかかわらず、一般就労への移行を果たせた者の割合は約１％となっている。 

このため、一般就労の意欲と能力を有する福祉施設で就労している障害者の雇用促進を図る

ため、ハローワークが中心となり地域の関係機関が緊密に連携・協力し、福祉的就労から一般

就労への移行を強力に支援する体制を構築する。 

 

２ 事業の概要 

   (1) 地域障害者就労支援チーム（仮称）の設置 

福祉施設入所者のうち一般就労への移行に向けた意欲を有する障害者を対象に、ハローワ

ークが中心となり、障害者が在籍する福祉施設、地域障害者職業センター、都道府県福祉事

務所等の関係者からなるチームを各地域に設置し、各障害者の意欲・能力を適正に評価し、

障害者の職業生活の設計・選択を支援する障害者個々人に応じた「障害者就労支援計画」（仮

称）を作成し、一般雇用へ向けた進路等について指導を行う。具体的な支援策の実施につい

ては、ハローワークが福祉施設等と連携して実施する。 

 (2) 福祉施設での作業と企業実習を組み合わせた就労支援の実施 

障害者就労支援計画に基づく支援については、ハローワーク等において実施してきた現状

の各種施策に加え、ハローワーク、福祉施設、その他の地域の機関が連携することにより可

能となる支援方策も積極的に活用する。新たな対応として、企業での就業経験がない等によ

り、すぐに一般雇用へ移行することが困難である障害者を対象に、一般雇用への適応を図る

とともに、次の支援ステップへの移行を目的とし、福祉施設での訓練・作業と企業での実習

を組み合わせた支援を行う。 

 (3) 福祉施設に対する研修の実施 

         福祉施設の責任者等に対し、障害者雇用の現状、一般就労に向けて準備が必要となる事項、

一般雇用に移行する際の課題のとらえ方、課題に対応した訓練の実施等に関する研修をハロ

ーワークにおいて実施し、福祉施設の一般雇用に向けた意識を高めるとともに、福祉施設に

おいて移行希望者に対し一定の準備が行えるようにする。 

 (4) 企業と福祉施設の連携による福祉施設入所者の意識啓発の促進 

       ハローワークは、入所者の就労支援を行っている福祉施設の求めに応じ、特例子会社、障

害者多数雇用事業所の職員等、障害者の雇用管理について豊富な経験を有し、福祉施設に対

し就労について適切なアドバイスを行える者（就労アドバイザー）を、企業の協力を得て当

該福祉施設に派遣する。就労アドバイザーは、就労支援に関する各種アドバイスを行い、福

祉施設や障害者の就労意欲及び就労能力を高め、一般就労へのきっかけ作り・意識啓発を促

進する。 



注： この資料中の「就労移行支援事業を実施する施設」「要支援障害者雇用事業を実施する施設」「自立訓練事業を実施する施設」については、
「今後の障害保健福祉施策について（改革のグランドデザイン案）」による見直し後のものである。
※１ 　企業等で就労すること又は自ら就労を行うことを希望する障害者に対し、有期限のプログラムに基づき、職場実習等の訓練を通じて
一般企業等への就労が可能となるよう、必要な知識、能力を育むための訓練を行う事業。

※２ 　一般企業での就労が困難な障害者を雇用し、その者の職業遂行を支援し、もって障害者の職業能力の向上を図る事業。

地　　域　　障　　害　　者　　就　　労　　支　　援　　事　　業

雇用

盲・ろう・養護学校

一般就労への移行に
意欲のある障害者 　

　　　地域障害者就労支援チーム
    　　　　　　　　　　　　（新規）

【目的】
障害者の意欲・能力を踏まえた職業生
活の設計・選択を支援
　
【構成員】
・ハローワーク（主査）
・障害者が所属する福祉施設（副主査）
・盲・ろう・養護学校
・社会適応訓練事業の
　協力事業所（職親）
・地域障害者職業センター
・障害者就業・生活支援センター
・職業能力開発校
・福祉事務所
・保健所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

【実施事項】
・障害者就労支援計画の策定
・計画に基づいた支援策の実施
・計画の実施状況・対象者の状況の
　確認（必要に応じ計画の変更）
・対象者就職後のフォローアップ
　（定着指導）計画の策定・実施

就労移行支援事業
を実施する施設

（※１）

自立訓練事業を
実 施 す る 施 設

社会適応訓練
事業の
協力事業所

病院

要支援障害者雇用事
業を実施する施設

（※２）

一般企業

特例子会社

重度障害者多数
雇用事業所

就職後のフォローアップ

就職

　

  計画に基づいた支援策の実施

・トライアル雇用

・ジョブコーチ

・職業能力開発校による
　職業訓練のあっせん

・福祉施設・企業等を活用した
　多様な委託訓練のあっせん

・職業準備訓練

・社会適応訓練事業の活用

・福祉施設での訓練（作業）と
　企業実習を組み合わせた
　就労支援（新規）
 
・就労アドバイザーの派遣（新規）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

 

離職後の再チャレンジが可能な仕組み



地域障害者就労支援チームによる福祉的就労から一般雇用への支援の流れ

（ ）福祉施設等からの申し出 福祉施設所属者及び保護者の移行希望に応じ

„

地域障害者就労支援チームの開催・障害者就労支援計画の策定

○ チーム構成員

・ ハローワーク（主査）

・ 障害者が所属する福祉施設、盲・ろう・養護学校、

社会適応訓練事業の協力事業所（職親 （副主査））

・ 地域障害者職業センター

・ 職業能力開発校

・ 福祉事務所

・ その他地域の福祉・教育・雇用関係機関

○ 支援計画内容

・ 対象者の現状把握

・ 一般雇用移行適性分野の把握

・ 就労支援方策

„

計画に基づいた支援策の実施

・ トライアル雇用

・ ジョブコーチ

・ 福祉施設、企業等を活用した多様な委託訓練

・ 福祉施設での訓練（作業）と企業実習を組み合わせた就労支援

・ 生活の場の確保の支援 等

„

計画の実施状況・対象者の状況の確認（必要に応じ計画の変更）

„

計画に基づいた支援策の実施（再掲）

„

就 職

„

フォローアップ（定着指導）計画の策定・実施

„

障害者就労支援計画の完了（支援対象者の一般雇用への定着）




